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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】日常品を安全かつ容易に殺菌消毒できる殺菌装

置を提供する。

【解決手段】殺菌装置１０は、物品を内部の密閉空間に

出し入れする開閉扉１２を有する箱状のケーシング１４

と、ケーシング１４の内部に微酸性次亜塩素酸水のミス

トを散布する微酸性次亜塩素酸水噴霧手段３０と、ケー

シング１４の内部に波長２００ｎｍ～４５０ｎｍを主波

長とする紫外線を照射する紫外線照射手段２０と、紫外

線照射手段２０と微酸性次亜塩素酸水噴霧手段３０と電

気的に接続し、ケーシング１４内に収容した物品を微酸

性次亜塩素酸水噴霧手段３０により微酸性次亜塩素酸水

のミストで殺菌消毒し、その後、ケーシング１４内で紫

外線照射手段２０により紫外線を照射させて物品を殺菌

するとともに乾燥させて、微酸性次亜塩素酸水を分解す

る制御部４０と、を備えている。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 物 品 を 内 部 の 密 閉 空 間 に 出 し 入 れ す る 開 閉 扉 を 有 す る 箱 状 の ケ ー シ ン グ と 、

　 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 部 に 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 の ミ ス ト を 散 布 す る 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 噴

霧 手 段 と 、

　 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 部 に 波 長 ２ ０ ０ ｎ ｍ ～ ４ ５ ０ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 を 照 射 す る

紫 外 線 照 射 手 段 と 、

　 前 記 紫 外 線 照 射 手 段 と 前 記 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 噴 霧 手 段 と 電 気 的 に 接 続 し 、 前 記 ケ ー シ

ン グ 内 に 収 容 し た 前 記 物 品 を 前 記 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 噴 霧 手 段 に よ り 前 記 微 酸 性 次 亜 塩 素

酸 水 の ミ ス ト で 殺 菌 消 毒 し 、 そ の 後 、 前 記 ケ ー シ ン グ 内 で 前 記 紫 外 線 照 射 手 段 に よ り 紫 外

線 を 照 射 さ せ て 前 記 物 品 を 殺 菌 す る と と も に 乾 燥 さ せ て 、 前 記 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 を 分 解

す る 制 御 部 と 、

　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 殺 菌 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 殺 菌 装 置 で あ っ て 、

　 前 記 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 噴 霧 手 段 は 、 前 記 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 を 生 成 す る 電 気 分 解 部 と

、 前 記 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 を 超 音 波 振 動 に よ り ミ ス ト 化 す る 超 音 波 発 生 部 を 備 え た こ と を

特 徴 と す る 殺 菌 装 置 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 日 常 品 な ど の 物 品 を 殺 菌 消 毒 す る 殺 菌 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 種 々 の 病 原 菌 を 殺 菌 消 毒 す る 際 に は 物 理 的 又 は 化 学 的 手 法 が あ る 。 物 理 的 手 法 と

し て は 、 加 熱 処 理 、 紫 外 線 照 射 な ど が あ り 、 化 学 的 手 法 と し て は 、 ア ル コ ー ル 、 過 酸 化 水

素 、 次 亜 塩 素 酸 水 、 オ ゾ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。

　 殺 菌 消 毒 は 人 体 の み な ら ず 、 日 常 品 な ど の 物 品 も 行 う ケ ー ス が あ る 。 特 に 保 育 園 や 介 護

施 設 な ど の 場 合 、 乳 幼 児 や 高 齢 者 が 取 り 扱 う お も ち ゃ や 紙 お む つ な ど の 日 常 品 に つ い て は

、 化 学 物 質 が 残 存 す る な ど し て 人 体 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が な い 殺 菌 消 毒 を 行 う よ う に 注 意

を 要 す る 。

　 殺 菌 消 毒 の 化 学 的 手 法 の 中 で も 次 亜 塩 素 酸 水 は 、 殺 菌 力 が 高 く 、 手 軽 に 利 用 で き る 。 特

許 文 献 １ に 開 示 の 装 置 は 、 食 塩 水 の 電 解 に よ る 次 亜 塩 素 酸 水 中 に 器 具 を 浸 漬 し て 消 毒 を 行

う 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 技 術 で は 、 耐 水 性 の 器 具 等 に は 適 用 で き る が 、 耐 水 性 能 を

有 し な い 物 品 、 例 え ば 、 衣 製 品 、 紙 類 な ど に は 適 用 す る こ と が で き な い 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ５ ５ ７ ７ ０ 号 公 報

【 考 案 の 概 要 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み 、 衣 製 品 、 紙 類 な ど の

日 常 品 を 安 全 か つ 容 易 に 殺 菌 消 毒 で き る 殺 菌 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 考 案 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 １ の 手 段 と し て 、 物 品 を 内 部 の 密 閉 空 間 に 出 し

入 れ す る 開 閉 扉 を 有 す る 箱 状 の ケ ー シ ン グ と 、

　 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 部 に 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 の ミ ス ト を 散 布 す る 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 噴
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霧 手 段 と 、

　 前 記 ケ ー シ ン グ の 内 部 に 波 長 ２ ０ ０ ｎ ｍ ～ ４ ５ ０ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 を 照 射 す る

紫 外 線 照 射 手 段 と 、

　 前 記 紫 外 線 照 射 手 段 と 前 記 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 噴 霧 手 段 と 電 気 的 に 接 続 し 、 前 記 ケ ー シ

ン グ 内 に 収 容 し た 前 記 物 品 を 前 記 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 噴 霧 手 段 に よ り 前 記 微 酸 性 次 亜 塩 素

酸 水 の ミ ス ト で 殺 菌 消 毒 し 、 そ の 後 、 前 記 ケ ー シ ン グ 内 で 前 記 紫 外 線 照 射 手 段 に よ り 紫 外

線 を 照 射 さ せ て 前 記 物 品 を 殺 菌 す る と と も に 乾 燥 さ せ て 、 前 記 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 を 分 解

す る 制 御 部 と 、

　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 殺 菌 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 １ の 手 段 に よ れ ば 、 過 酸 化 水 素 、 酸 化 剤 よ り も 安 全 性 の 高 い 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水

に よ り 殺 菌 消 毒 す る こ と が で き 安 全 性 を 確 保 で き る 。 そ の 後 紫 外 線 照 射 に よ る 殺 菌 消 毒 を

行 う こ と で 、 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 で は 不 活 性 化 で き な い セ レ ウ ス 菌 を 不 活 性 化 で き る 。 そ

し て ケ ー シ ン グ 内 を 乾 燥 し 、 余 剰 の 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 を 分 解 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 考 案 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 第 ２ の 手 段 と し て 、 前 記 第 １ の 手 段 に お い て 、 前

記 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 噴 霧 手 段 は 、 前 記 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 を 生 成 す る 電 気 分 解 部 と 、 前

記 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 を 超 音 波 振 動 に よ り ミ ス ト 化 す る 超 音 波 発 生 部 を 備 え た こ と を 特 徴

と す る 殺 菌 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。

　 上 記 第 ２ の 手 段 に よ れ ば 、 生 成 し た 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 を マ イ ク ロ 粒 子 化 し て ミ ス ト を

供 給 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 衣 製 品 な ど の わ ず か な 隙 間 の 殺 菌 消 毒 を 行 う こ と が

で き る 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 考 案 に よ れ ば 、 日 常 品 を 安 全 か つ 容 易 に 殺 菌 消 毒 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 本 考 案 の 殺 菌 装 置 を 右 斜 め 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 （ （ １ ） 開 閉 扉 の 開 又 は （ ２ ） 閉

状 態 ） で あ る 。

【 図 ２ 】 本 考 案 の 殺 菌 装 置 を 右 斜 め 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 （ 開 閉 扉 の 開 状 態 ） で あ る 。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 考 案 の 殺 菌 装 置 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 以 下 詳 細 に 説 明 す る 。 本

考 案 の 殺 菌 消 毒 の 対 象 と な る 物 品 は 、 ぬ い ぐ る み お も ち ゃ 、 紙 お む つ な ど 衣 製 品 、 紙 製 品

な ど の 日 常 品 で あ る 。

　 図 １ は 本 考 案 の 殺 菌 装 置 を 右 斜 め 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 （ （ １ ） 開 閉 扉 の 開 又 は （ ２ ） 閉

状 態 ） で あ る 。 図 ２ は 本 考 案 の 殺 菌 装 置 を 右 斜 め 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。

　 図 示 の よ う に 本 考 案 の 殺 菌 装 置 １ ０ は 、 物 品 を 内 部 の 密 閉 空 間 に 出 し 入 れ す る 開 閉 扉 １

２ を 有 す る 箱 状 の ケ ー シ ン グ １ ４ と 、 前 記 ケ ー シ ン グ １ ４ の 内 部 に 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 の

ミ ス ト を 散 布 す る 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 噴 霧 手 段 ３ ０ と 、 前 記 ケ ー シ ン グ １ ４ の 内 部 に 波 長

２ ０ ０ ｎ ｍ ～ ４ ５ ０ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 を 照 射 す る 紫 外 線 照 射 手 段 ２ ０ と 、 前 記 紫

外 線 照 射 手 段 ２ ０ と 前 記 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 噴 霧 手 段 ３ ０ と 電 気 的 に 接 続 し 、 前 記 ケ ー シ

ン グ １ ４ 内 に 収 容 し た 前 記 物 品 を 前 記 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 噴 霧 手 段 ３ ０ に よ り 前 記 微 酸 性

次 亜 塩 素 酸 水 の ミ ス ト で 殺 菌 消 毒 し 、 そ の 後 、 前 記 ケ ー シ ン グ １ ４ 内 で 前 記 紫 外 線 照 射 手

段 ２ ０ に よ り 紫 外 線 を 照 射 さ せ て 前 記 物 品 を 殺 菌 す る と と も に 乾 燥 さ せ て 、 前 記 微 酸 性 次

亜 塩 素 酸 水 を 分 解 す る 制 御 部 ４ ０ と 、 を 備 え て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ケ ー シ ン グ １ ４ は 、 正 面 に 物 品 を 出 し 入 れ で き る 開 閉 扉 １ ２ を 有 す る 箱 状 の 容 器 で あ る

。 ケ ー シ ン グ １ ４ は 、 内 部 の 密 閉 空 間 の 寸 法 を 、 一 例 と し て 縦 ４ ５ ０ ｍ ｍ 、 横 ４ ５ ０ ｍ ｍ

、 奥 行 ５ ２ ０ ｍ ｍ に 設 定 し 、 ア ル ミ 、 ス テ ン レ ス な ど の 金 属 性 の 材 質 を 用 い て い る 。 開 閉

扉 １ ２ も 同 様 に 金 属 製 の 材 質 を 用 い て お り 、 一 部 ア ク リ ル 板 を 用 い て 内 部 が 視 認 で き る よ
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う に し て い る 。 ケ ー シ ン グ １ ４ の 内 部 底 面 に は ワ イ ヤ ー メ ッ シ ュ １ ５ を 用 い 、 物 品 を 載 置

し た と き に 底 面 を 殺 菌 消 毒 で き る よ う に 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 紫 外 線 照 射 手 段 ２ ０ は 、 波 長 ２ ０ ０ ｎ ｍ ～ ４ ５ ０ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外 線 を 照 射 す る

手 段 で あ り 、 一 例 と し て 中 圧 放 電 管 を 用 い て い る 。 紫 外 線 照 射 手 段 ２ ０ は ケ ー シ ン グ １ ４

の 四 か 所 、 す な わ ち 、 正 面 視 で 四 隅 で あ り 、 直 管 の 長 手 方 向 を 奥 行 方 向 に 配 置 し て い る 。

本 考 案 の 紫 外 線 照 射 手 段 ２ ０ に よ れ ば 、 波 長 ２ ０ ０ ｎ ｍ ～ ４ ５ ０ ｎ ｍ を 主 波 長 と す る 紫 外

線 に よ っ て 殺 菌 消 毒 を 行 う こ と が で き る 。 こ の と き 、 セ レ ウ ス 菌 、 緑 膿 菌 を 不 活 性 化 す る

こ と が で き る 。 ま た ケ ー シ ン グ １ ４ 内 部 の 余 剰 の 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 を 分 解 で き る 。

　 紫 外 線 照 射 手 段 ２ ０ は 中 圧 放 電 管 の た め 発 熱 す る 。 管 面 温 度 が 約 ８ ０ 度 と な り 、 紫 外 線

照 射 中 は ケ ー シ ン グ １ ４ の 内 部 を 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 噴 霧 手 段 ３ ０ は 、 タ ン ク ３ ２ と 、 配 管 ３ ４ と 、 ノ ズ ル ３ ６ を 有 し て

い る 。

　 タ ン ク ３ ２ は 、 ケ ー シ ン グ １ ４ の 外 部 側 面 に 配 置 し た 容 器 で あ る 。 タ ン ク ３ ２ は 所 定 濃

度 及 び 所 定 量 の 塩 酸 又 は 食 塩 水 を 貯 水 で き る 。 タ ン ク ３ ２ は 内 部 に 電 気 分 解 部 と 、 超 音 波

発 生 部 を 設 置 し て い る 。

　 電 気 分 解 部 は 、 一 例 と し て ３ ％ 以 下 の 塩 酸 又 は ５ ％ 以 下 の 塩 化 ナ ト リ ウ ム の 水 溶 液 を 電

解 し て 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 を 主 成 分 と す る 水 溶 液 を 生 成 す る 。

　 超 音 波 発 生 部 は 、 電 気 分 解 部 で 生 成 し た 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 の 液 中 か ら 液 面 に 向 け て 超

音 波 を 照 射 す る 。 こ れ に よ り 液 体 を 霧 状 に し て 、 数 μ ｍ の 細 か い 粒 子 を 生 成 で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 タ ン ク ３ ２ は 、 配 管 ３ ４ を 介 し て ケ ー シ ン グ １ ４ の 上 面 及 び 下 面 に 配 置 （ 四 隅 の ４ か 所

に 配 置 ） し た ノ ズ ル ３ ６ に 接 続 し て お り 、 タ ン ク ３ ２ 内 で 発 生 し た 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 の

ミ ス ト を ケ ー シ ン グ １ ４ 内 部 に 噴 霧 で き る 。 霧 状 の 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 は 、 セ レ ウ ス 菌 以

外 の 種 々 の 細 菌 に 殺 菌 効 力 を 有 す る 。 ま た 過 酸 化 水 素 、 酸 化 剤 と 比 べ て 安 全 性 を 確 保 で き

る 。

　 制 御 部 ４ ０ は 、 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 噴 霧 手 段 ３ ０ と 紫 外 線 照 射 手 段 ２ ０ と 電 気 的 に 接 続

し て い る 。 制 御 部 ４ ０ は 、 ケ ー シ ン グ １ ４ 内 の 物 品 を 殺 菌 消 毒 す る 際 に 、 微 酸 性 次 亜 塩 素

酸 水 噴 霧 手 段 ３ ０ に よ る 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 の 殺 菌 消 毒 を 所 定 時 間 行 う 。 微 酸 性 次 亜 塩 素

酸 水 の 噴 霧 を 停 止 し た 後 、 紫 外 線 照 射 手 段 ２ ０ に よ る 殺 菌 消 毒 を 行 う 。 こ の と き 、 物 品 の

乾 燥 と 、 余 剰 の 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 の 分 解 を 同 時 に 行 う 制 御 を す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

［ 作 用 ］

　 上 記 構 成 に よ る 本 考 案 の 殺 菌 装 置 の 作 用 に つ い て 、 以 下 説 明 す る 。

　 日 常 品 な ど の 物 品 を ケ ー シ ン グ １ ４ 内 に 設 置 す る 。 制 御 部 ４ ０ に よ り 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸

水 噴 霧 手 段 ３ ０ か ら ケ ー シ ン グ １ ４ 内 に 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 の ミ ス ト が 噴 霧 さ れ る 。 微 酸

性 次 亜 塩 素 酸 水 を 使 用 す る こ と に よ り 、 セ レ ウ ス 菌 以 外 の 種 々 の 細 菌 の 殺 菌 効 果 が あ る 。

過 酸 化 水 素 、 酸 化 剤 と 比 べ て 安 全 性 を 担 保 で き る 。 ま た 電 気 分 解 部 に よ り 少 量 の 微 酸 性 次

亜 塩 素 酸 を 生 成 す る こ と が で き 、 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 の 濃 度 は 一 例 と し て ０ ． ０ ２ ２ ～ ０

． ０ ２ ３ ｐ ｐ ｍ の 範 囲 で あ り 、 ｐ Ｈ ８ ～ ８ ． １ と な る 。 超 音 波 発 生 部 に よ り 微 酸 性 次 亜 塩

素 酸 水 が マ イ ク ロ 粒 子 化 さ れ て 噴 霧 さ れ る 。 ぬ い ぐ る み な ど の 衣 製 品 の わ ず か な 隙 間 に 浸

透 し て 細 菌 隔 膜 を 破 壊 し て 不 活 性 化 で き る 。

　 次 に 、 制 御 部 ４ ０ に よ り 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 の 噴 霧 を 停 止 し た 後 、 紫 外 線 照 射 手 段 ２ ０

に よ る 殺 菌 消 毒 を 行 う 。 紫 外 線 照 射 手 段 ２ ０ に よ り Ｕ Ｖ Ｃ 波 長 域 の 紫 外 線 照 射 で セ レ ウ ス

菌 を 不 活 性 化 で き る 。 ま た 紫 外 線 照 射 手 段 ２ ０ の 管 面 温 度 は 約 ８ ０ 度 ま で 上 昇 す る た め 、

ケ ー シ ン グ １ ４ 内 部 を 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 余 剰 の 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 は 紫

外 線 照 射 （ ２ ０ ０ ｎ ｍ ～ ４ ５ ０ ｎ ｍ ） に よ っ て 紫 外 線 を 吸 収 し て 自 己 分 解 反 応 が 促 進 さ れ

る 。 こ れ に よ り 濃 度 ０ ． ０ ０ ０ １ ｐ ｐ ｍ 以 下 、 ｐ Ｈ ７ ． ２ 程 度 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】
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　 本 考 案 に よ れ ば 、 過 酸 化 水 素 、 酸 化 剤 よ り も 安 全 性 の 高 い 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 に よ り 殺

菌 消 毒 す る こ と が で き 安 全 性 を 確 保 で き る 。 そ の 後 紫 外 線 照 射 に よ る 殺 菌 消 毒 を 行 う こ と

で 、 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 で は 不 活 性 化 で き な い セ レ ウ ス 菌 を 不 活 性 化 で き る 。 そ し て ケ ー

シ ン グ 内 を 乾 燥 し 、 余 剰 の 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 を 分 解 す る こ と が で き る 。

　 以 上 、 本 考 案 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た 。 し か し な が ら 、 本 考 案 は 、 上 記 実

施 形 態 に 何 ら 制 限 さ れ る こ と な く 、 本 考 案 の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、 種 々 の 変 更

が 可 能 で あ る 。

　 ま た 、 本 考 案 は 、 実 施 形 態 に お い て 示 さ れ た 組 み 合 わ せ に 限 定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の

組 み 合 わ せ に よ っ て 実 施 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ６ 】

１ ０ 　 殺 菌 装 置

１ ２ 　 開 閉 扉

１ ４ 　 ケ ー シ ン グ

１ ５ 　 ワ イ ヤ ー メ ッ シ ュ

２ ０ 　 紫 外 線 照 射 手 段

３ ０ 　 微 酸 性 次 亜 塩 素 酸 水 噴 霧 手 段

３ ２ 　 タ ン ク

３ ４ 　 配 管

３ ６ 　 ノ ズ ル

４ ０ 　 制 御 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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